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1　　序章　問題関心の所在

序
章
　
問
題
関
心
の
所
在
─
─
地
域
福
祉
実
践
の
豊
饒
さ
と
政
策
枠
組
み
を
超
え
る
実
践
の
出
現

地
域
福
祉
実
践
の
方
向
性

　
近
未
来
の
日
本
の
地
域
福
祉
を
構
想
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
研
究
手
法
を
採
用
す
れ
ば
よ
い
か
。
そ
し
て
そ
の
将
来
像
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
本
書
は
社
会
理
論
の
援
用
と
比
較
分
析
と
い
う
研
究
手
法
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
困
難
な
問
い

に
答
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
未
来
の
地
域
福
祉
を
構
想
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
現
在
の
さ
ま
ざ
ま
な
〈
福
祉
実
践
〉
の
間
に
見
ら
れ
る
質
的
多
様
性
を
適
切

に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
社
会
学
者
イ
エ
ス
タ
・
エ
ス
ピ
ン
＝
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
福
祉
国
家
に

代
わ
る
新
し
い
概
念
と
し
て
「
福
祉
レ
ジ
ー
ム
論
」
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
概
念
は
、
現
代
の
福
祉
国
家
を
自
由
主
義
、
社
会
民

主
主
義
、
保
守
主
義
の
三
レ
ジ
ー
ム
に
分
類
す
る
。
ま
た
、
日
本
の
社
会
福
祉
政
策
は
、
自
由
主
義
レ
ジ
ー
ム
と
保
守
主
義
レ
ジ
ー

ム
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
独
自
の
レ
ジ
ー
ム
を
形
成
す
る
、
ま
た
は
発
展
途
上
に
あ
る
と
し
て
、
結
論
を
留
保
し
た
（E

sping-
A

ndersen 1990=2001

）。
現
代
日
本
の
福
祉
レ
ジ
ー
ム
は
相
対
的
に
未
成
熟
で
あ
り
、
今
後
ど
の
類
型
に
成
長
し
て
い
く
の
か
不

明
で
あ
る
と
い
う
の
が
理
由
で
あ
っ
た
。

　
本
書
で
は
、
こ
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
三
類
型
も
参
照
し
つ
つ
、
現
代
お
よ
び
近
未
来
の
日
本
の
地
域
社
会
に
お
け
る
福
祉
実
践
の
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相
対
的
な
位
置
づ
け
や
方
向
性
を
検
討
す
る
。
こ
の
検
討
を
通
じ
て
、
福
祉
実
践
か
ら
み
た
現
代
日
本
社
会
は
、
自
由
主
義
で
も
社

会
民
主
主
義
で
も
保
守
主
義
で
も
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
混
合
で
も
な
く
、「
地
域
に
よ
る
福
祉
」
が
要
援
護
者
の
幸
福
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す
、
新
た
な
レ
ジ
ー
ム
で
あ
る
可
能
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

こ
の
将
来
像
は
、
現
在
の
福
祉
実
践
家
や
福
祉
職
員
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
中
に
は
必
ず
し
も
存
在
し
な
い
。
地
域
福
祉
実
践
の
中

に
は
制
度
疲
労
を
起
こ
し
て
い
る
事
例
も
数
多
く
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
延
長
線
上
で
は
な
く
、

各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
実
践
に
お
い
て
む
し
ろ
「
神
は
細
部
に
宿
る
」
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

現
代
日
本
の
地
域
福
祉
は
も
は
や
、
単
な
る
ケ
ア
の
資
源
調
達
に
留
ま
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
要
援
護
者
の
日
常
生
活
の
幸
福

を
、
彼
ま
た
は
彼
女
が
所
属
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
の
か
、
個
人
の
幸
福
を
支
え
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
を
問
題
化
す
る
段
階
に
到
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
書
が
見
出
し
た
福
祉
実
践
た
ち
は
、
次
の

時
代
の
到
来
を
指
し
示
す
光
源
で
あ
る
。
本
書
は
、
こ
の
現
代
日
本
の
地
域
福
祉
実
践
の
指
向
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
に
対
す
る
社
会
分
析
は
、
未
来
を
つ
な
ぐ
「
細
部
」
を
探
り
当
て
る
試
み
で
あ
る
。

地
域
福
祉
実
践
の
豊
饒
さ

　

次
代
の
地
域
福
祉
を
展
望
す
る
旅
に
出
る
前
の
準
備
と
し
て
、
そ
も
そ
も
地
域
福
祉
や
地
域
福
祉
実
践
／
政
策
と
は
何
を
指
す
の

か
、
そ
し
て
現
在
の
日
本
の
地
域
福
祉
実
践
の
態
様
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
本
書
の
出
発
点
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

　

地
域
福
祉
と
は
、
厚
生
労
働
省
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
立
す
る
概
念
は
、
特
定
の

地
域
に
偏
る
こ
と
な
く
日
本
社
会
一
般
に
通
用
す
る
国
の
社
会
福
祉
制
度
で
あ
ろ
う
。
国
家
に
よ
る
社
会
福
祉
制
度
を
地
域
福
祉
の

対
概
念
に
据
え
て
み
る
と
、
地
域
福
祉
の
特
徴
が
よ
く
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
国
の
制
度
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
、
地
域
に
お
け
る

福
祉
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
活
動
全
般
が
、
包
括
的
に
地
域
福
祉
と
呼
ば
れ
て
い
る
。



3　　序章　問題関心の所在

　

し
た
が
っ
て
、
地
域
福
祉
一
単
位
の
カ
バ
ー
す
る
地
理
的
エ
リ
ア
は
広
く
な
い
が
、
担
当
す
る
分
野
は
広
範
囲
に
わ
た
る
。
地
域

福
祉
の
守
備
範
囲
は
、
あ
る
地
域
内
、
た
と
え
ば
学
校
区
で
生
じ
る
高
齢
、
障
害
、
母
子
、
児
童
、
貧
困
な
ど
あ
ら
ゆ
る
福
祉
分
野

の
問
題
に
及
ぶ
。

　

そ
の
た
め
に
活
動
す
る
の
が
、
地
域
福
祉
実
践
家
と
呼
ば
れ
る
住
民
個
人
と
、
自
主
的
な
住
民
組
織
の
成
員
、
あ
る
い
は
そ
の
活

動
を
手
助
け
す
る
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
で
あ
る
。
彼
ら
の
活
動
を
地
域
福
祉
実
践
と
呼
び
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
自
治
体
行
政

と
連
携
す
る
場
合
を
、
地
域
福
祉
の
政
策
実
践
と
呼
ぶ
。
社
協
職
員
な
ど
福
祉
職
従
事
者
を
除
く
と
、
実
践
家
の
多
く
は
中
高
年
齢

層
の
主
婦
や
退
職
し
た
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
い
。
現
代
日
本
で
は
、
全
国
各
地
で
地
域
福
祉
実
践
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、

活
動
内
容
も
多
領
域
に
わ
た
り
、
重
要
な
社
会
福
祉
実
践
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き
た
。
社
会
福
祉
分
野
で
は
近

年
の
こ
の
傾
向
を
「
地
域
福
祉
の
主
流
化
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
現
代
日
本
の
各
地
で
行
わ
れ
る
地
域
福
祉
実
践
は
、
わ
れ
わ
れ
が
想
像
す
る
以
上
に
多
彩
で
豊
饒
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
豊
饒
さ
と
は
、
単
に
同
じ
地
域
福
祉
の
枠
組
み
の
中
に
多
彩
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
に
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
な

い
。
そ
こ
に
は
制
度
設
計
の
枠
組
み
自
体
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
質
的
相
違
が
存
在
す
る
と
い
う
意
味
も
含
ん
で
い
る
。
地
域
福
祉
実
践

の
現
場
で
は
、
わ
れ
わ
れ
が
一
般
的
に
想
定
す
る
福
祉
実
践
を
は
る
か
に
超
え
た
実
践
が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
書

で
は
、
こ
の
よ
う
な
設
計
・
立
案
の
枠
組
み
が
有
す
る
豊
饒
さ
に
も
、
焦
点
を
当
て
て
検
討
し
た
い
。

現
代
日
本
の
地
域
福
祉
実
践

　

現
代
日
本
に
お
け
る
一
般
的
な
地
域
福
祉
の
理
解
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
①
市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
導
に

よ
り
、
②
一
般
の
地
域
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
っ
て
、
③
地
域
の
要
援
護
者
に
対
し
て
福
祉
資
源
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
、
あ
る
い
は
④
当
該
提
供
の
た
め
の
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
に
基
づ
く
実
践
活
動
は
、
共
同
募
金
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や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
一
般
的
に
想
定
さ
れ
る
福
祉
活
動
が
該
当
す
る
。
し
か
し
本
書
は
、
こ
れ
ら
は
現
代
の
地
域
福
祉
実

践
の
一
部
で
し
か
な
い
と
い
う
仮
説
か
ら
出
発
す
る
。
本
書
第
１
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
現
実
の
地
域
福
祉
実
践
は
こ
の
よ
う
な
一

般
的
な
理
解
を
大
き
く
超
え
る
多
様
性
を
根
本
に
も
つ
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
新
た
な
実
践
例
が
見
出
さ
れ
る
。

⑴
介
護
保
険
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
福
祉
ニ
ー
ズ
全
般
に
、
地
域
住
民
が
自
ら
企
画
立
案
し
て
き
め
細
か
く
対
応
す
る
例
（
地

域
福
祉
理
論
で
い
う
「
小
地
域
福
祉
活
動
」）

⑵
私
的
な
近
隣
あ
る
い
は
友
人
づ
き
あ
い
の
中
に
少
し
福
祉
的
な
心
遣
い
を
込
め
る
こ
と
で
、
特
別
な
「
地
域
福
祉
活
動
」
で

は
な
く
、
私
的
で
日
常
的
な
社
会
関
係
自
体
を
結
果
的
に
地
域
福
祉
的
な
活
動
と
し
て
認
知
す
る
例
（
地
域
福
祉
の
「
定
義
」

や
「
提
供
方
法
」
や
「
守
備
範
囲
」
の
拡
大
）

⑶
社
会
福
祉
協
議
会
が
独
占
的
に
管
理
や
担
当
す
る
地
域
福
祉
か
ら
、
介
護
保
険
事
業
所
等
が
実
質
的
に
主
導
す
る
地
域
福
祉

へ
（
地
域
福
祉
の
「
主
導
者
あ
る
い
は
援
護
者
の
範
囲
」
の
多
様
化
）

地
域
福
祉
の
拡
大
傾
向
と
社
会
理
論
の
援
用　

個
人
の
幸
福
を
支
え
る
共
同
体
の
あ
り
方
と
し
て
の
地
域
福
祉

　

従
来
の
地
域
福
祉
政
策
が
指
向
し
て
い
た
枠
組
み
を
乗
り
越
え
る
、
こ
の
よ
う
な
実
践
が
す
で
に
生
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現

代
日
本
の
地
域
福
祉
実
践
の
現
場
が
、
質
的
に
異
な
る
枠
組
み
を
含
む
「
豊
饒
さ
」
を
有
す
る
こ
と
は
、
一
般
の
人
々
に
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
福
祉
の
担
当
機
関
の
職
員
に
も
、
あ
る
い
は
新
た
な
実
践
家
本
人
に
さ
え
、
自
覚
さ
れ
て
い
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
後
章
で
紹
介
す
る
私
的
な
つ
き
あ
い
に
福
祉
的
要
素
を
取
り
込
ん
だ
地
域
福
祉
の
実
践
家
本
人
は
、
実
際
に
は
目
の

前
の
要
援
護
者
を
大
い
に
助
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
地
域
福
祉
実
践
の
一
種
と
も
、
従
来
の
政
策
が
想
定
す
る
カ
テ

ゴ
リ
ー
を
超
え
る
実
践
と
も
自
覚
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
介
護
保
険
事
業
所
の
地
域
福
祉
実
践
家
に
よ
る
認
識
も
同
様
で
、
自
分
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の
行
為
が
地
域
福
祉
実
践
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
は
自
覚
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
自
分
た
ち
の
実
践
の
意
味
や
枠
組
み
自
体

を
他
地
域
と
対
比
し
て
地
域
福
祉
実
践
全
体
の
な
か
で
位
置
づ
け
る
、
相
対
的
な
比
較
の
視
点
を
も
つ
実
践
家
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し

な
い
。
あ
る
い
は
そ
う
し
た
観
点
の
研
究
も
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

社
会
学
研
究
や
地
域
福
祉
研
究
の
分
野
に
お
い
て
も
、
特
定
地
域
の
個
別
実
践
に
つ
い
て
の
事
例
研
究
や
参
与
観
察
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
り
、
他
地
域
の
実
践
と
の
質
的
差
異
を
問
う
比
較
研
究
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
当
該
地
域
内
で
生
じ
る
政
策

と
実
践
の
齟
齬
や
逆
機
能
等
、
両
者
の
関
係
を
問
う
研
究
は
多
数
存
在
す
る
。
し
か
し
、
社
会
科
学
理
論
を
援
用
し
て
複
数
地
域
の

政
策
構
想
・
手
段
の
類
型
化
・
実
践
の
成
立
条
件
を
比
較
分
析
し
、
地
域
福
祉
実
践
の
枠
組
み
自
体
と
質
的
豊
饒
さ
を
描
こ
う
と
す

る
研
究
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
存
在
し
て
い
な
い
。

本
書
の
目
的
と
構
成

　

本
書
の
目
的
は
日
本
の
地
域
福
祉
実
践
を
贈
与
・
認
識
・
規
模
の
観
点
か
ら
解
明
し
、
こ
れ
ら
を
統
合
し
て
福
祉
研
究
の
理
論
水

準
と
方
法
論
を
洗
練
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
に
、
地
域
福
祉
実
践
事
例
を
三
つ
の
類
型
に
分
類
し
社
会
理
論
に
よ
り
相
対
化
を

行
う
。
第
二
に
、
相
対
化
さ
れ
た
類
型
を
統
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
で
新
た
な
社
会
福
祉
政
策
の
萌
芽
を
発
見
す
る
。
第
三
に
、
こ

の
発
見
に
基
づ
い
て
地
域
福
祉
政
策
の
将
来
像
を
構
想
し
、
政
策
立
案
に
活
か
す
方
法
論
を
開
発
す
る
。
す
な
わ
ち
、
事
例
を
い
っ

た
ん
抽
象
化
し
て
比
較
分
析
を
行
い
、
現
場
の
地
域
福
祉
政
策
立
案
に
提
言
を
行
う
、
福
祉
社
会
学
の
研
究
手
法
を
洗
練
化
す
る
。

　

本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

序
章
で
は
、
本
書
の
問
題
関
心
の
所
在
、
研
究
目
的
、
学
術
的
・
社
会
的
意
義
を
述
べ
る
。

　

第
Ⅰ
部
で
は
、
地
域
福
祉
活
動
の
様
相
お
よ
び
本
書
独
自
の
比
較
分
析
手
法
を
提
示
す
る
。

　

第
１
章
で
は
、
議
論
の
前
提
と
し
て
、
世
界
と
日
本
の
社
会
福
祉
政
策
の
動
向
を
概
観
す
る
。
第
２
章
で
は
、
二
〇
〇
六
〜
二
〇
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一
三
年
に
著
者
が
行
っ
た
日
本
の
地
域
福
祉
活
動
の
事
例
調
査
（
お
も
に
地
域
福
祉
実
践
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
）
か
ら
、
全
国
五

地
域
の
福
祉
実
践
の
概
要
と
特
徴
を
述
べ
、
地
域
福
祉
理
論
に
基
づ
く
活
動
の
特
色
と
、
地
域
福
祉
実
践
の
多
様
化
の
様
相
を
明
ら

か
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
を
三
つ
に
グ
ル
ー
プ
化
し
、
次
章
以
降
で
、
社
会
科
学
理
論
に
基
づ
く
類
型
に
読
み
替
え
て
比
較
分
析

す
る
。
第
３
章
で
は
、
贈
与
・
認
識
・
規
模
の
社
会
理
論
を
分
析
視
角
と
し
て
、
モ
ー
ス
の
贈
与
論
、
シ
ュ
ッ
ツ
の
認
識
論
、
ダ
ー

ル
の
規
模
論
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
理
論
的
検
討
を
行
う
。

　

第
Ⅱ
部
で
は
、
五
地
域
の
地
域
福
祉
実
践
を
質
的
差
異
に
基
づ
い
て
三
つ
の
類
型
に
区
分
し
、
類
型
ご
と
の
特
徴
、
各
実
践
の
位

置
づ
け
、
実
践
間
の
連
携
関
係
を
、
第
３
章
で
検
討
し
た
三
つ
の
社
会
理
論
を
援
用
し
て
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
４
章
で
は
、
贈
与
論
か
ら
、
第
５
章
で
は
、
認
識
論
か
ら
分
析
を
行
う
。
ま
た
、
三
類
型
の
他
者
認
識
の
相
違
を
別
の
角
度
か

ら
評
価
す
る
た
め
、
フ
ッ
サ
ー
ル
や
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
他
者
論
も
援
用
す
る
。
第
６
章
で
は
、
規
模
論
か
ら
分
析
を
行
い
、
三
つ
の
社

会
理
論
か
ら
統
合
的
理
解
を
め
ざ
す
。

　

第
Ⅲ
部
で
は
、
分
析
の
ま
と
め
と
結
論
を
述
べ
る
。

　

第
７
章
で
は
、
第
Ⅱ
部
で
み
た
地
域
福
祉
実
践
間
の
連
携
関
係
の
中
に
、
先
進
的
で
新
た
な
社
会
福
祉
政
策
の
萌
芽
が
見
出
せ
る

こ
と
を
示
す
。
第
８
章
で
は
、
こ
の
発
見
か
ら
、
地
域
福
祉
政
策
の
将
来
展
望
を
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
今
後
の
方
向
性
と
し
て

「
重
層
的
な
地
域
福
祉
実
践
」
構
想
の
可
能
性
を
提
起
す
る
。
ま
た
、
相
互
行
為
論
の
議
論
を
敷
衍
し
て
社
会
関
係
を
統
合
的
に
理

論
化
す
る
、
福
祉
研
究
の
理
論
水
準
と
分
析
手
法
の
洗
練
化
を
示
す
。

　

結
論
と
し
て
、
現
代
日
本
の
地
域
福
祉
政
策
全
般
と
そ
こ
か
ら
演
繹
さ
れ
る
社
会
福
祉
政
策
全
般
の
設
計
は
、
一
地
域
に
複
数
の

政
策
実
践
を
重
層
的
に
適
用
す
る
構
想
段
階
に
あ
る
こ
と
、
い
わ
ば
「
重
層
的
な
地
域
福
祉
実
践
」
と
も
命
名
す
べ
き
、
従
来
の
枠

組
み
を
乗
り
越
え
る
実
践
／
政
策
設
計
を
展
開
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
提
示
す
る
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
社
会
福
祉
政
策
の
将
来

展
望
を
拓
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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第
Ⅳ
部
で
は
、
補
足
的
考
察
を
行
う
。

　

第
９
章
で
は
、
福
祉
研
究
の
方
法
論
と
し
て
、
方
法
論
的
集
合
主
義
を
三
つ
の
位
相
か
ら
再
検
討
す
る
。
第
10
章
で
は
、
社
会
関

係
資
本
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
）
理
論
と
も
い
う
べ
き
、
新
た
な
社
会
学
理
論
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
到
来
し
つ
つ
あ
る

こ
と
を
展
望
す
る
。
以
上
の
考
察
に
よ
り
、
従
来
は
「
一
地
域
一
手
法
」
と
意
識
／
無
意
識
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
地
域
福
祉
諸
政

策
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

社
会
の
存
続
な
ら
び
に
社
会
生
活
に
根
源
的
に
必
要
と
さ
れ
る
人
間
性
・
幸
福
・
尊
厳
に
関
わ
る
価
値
も
、
福
祉
制
度
や
地
域
福

祉
に
組
み
込
む
必
要
が
生
じ
て
き
た
と
い
う
議
論
も
存
在
す
る
。
本
書
で
は
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な
読
み
直
し
の
可
能
性
を
合
わ
せ

て
議
論
す
る
。
今
後
の
社
会
福
祉
の
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
福
祉
資
源
の
提
供
の
み
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
社
会
生
活
や
人

間
の
幸
福
感
と
深
く
関
連
す
る
住
民
同
士
の
共
生
関
係
の
構
築
そ
れ
自
体
に
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
。



第
Ⅰ
部　

地
域
福
祉
実
践
の
比
較
分
析



第
Ⅰ
部　

地
域
福
祉
実
践
の
比
較
分
析
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第
１
章　

社
会
福
祉
政
策
の
動
向

１　
〈
国
家
福
祉
論
か
ら
の
離
陸
〉
と
〈
社
会
関
係
の
社
会
福
祉
〉

１
・
１　

地
域
福
祉
の
文
脈
変
化

　

現
代
日
本
の
地
域
福
祉
政
策
は
、
社
会
福
祉
政
策
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
文
脈
の
中
で
理
解
さ

れ
て
き
た
の
か
。〈
国
家
福
祉
論
か
ら
の
離
陸
〉
か
ら
一
般
的
な
理
解
お
よ
び
歴
史
的
な
位
置
づ
け
を
、
さ
ら
に
〈
社
会
関
係
の
社

会
福
祉
〉
か
ら
地
域
福
祉
の
潮
流
と
新
た
な
政
策
実
践
の
方
向
性
を
概
観
し
、
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

冒
頭
で
も
触
れ
た
が
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
福
祉
国
家
に
代
わ
る
新
し
い
概
念
と
し
て
「
福
祉
レ
ジ
ー
ム
論
」
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
日
本
の
社
会
福
祉
政
策
に
つ
い
て
は
「
自
由
主
義
レ
ジ
ー
ム
と
保
守
主
義
レ
ジ
ー
ム
双
方
の
主
要
要
素
を
均
等
に
組
み
合

わ
せ
て
い
る
が
、
未
だ
発
展
途
上
で
あ
り
、
独
自
の
レ
ジ
ー
ム
を
形
成
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
結
論
を
留
保
」
し
て
い
る

（Esping-A
ndersen 1990=2001: xiii

）。

　

ま
た
厚
生
労
働
省
は
、
日
本
で
は
社
会
民
主
主
義
レ
ジ
ー
ム
諸
国
と
同
様
の
保
障
内
容
を
持
つ
国
民
皆
保
険
を
達
成
し
、
社
会
保

障
給
付
規
模
も
拡
大
傾
向
に
あ
る
た
め
、
日
本
の
医
療
保
障
は
個
人
が
購
買
力
に
応
じ
て
市
場
か
ら
保
険
を
購
入
す
る
し
く
み
で
は
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な
い
と
い
う
意
味
で
、
高
い
普
遍
性
を
有
し
て
い
る
と
主
張
す
る
（
厚
生
労
働
白
書2012: 85

）。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
日
本
の
福
祉
レ
ジ
ー
ム
は
、
自
由
主
義
レ
ジ
ー
ム
と
保
守
主
義
レ
ジ
ー
ム
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
民
主

主
義
レ
ジ
ー
ム
の
要
素
も
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
最
近
で
は
、
介
護
保
険
給
付
の
増
大
が
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
か
ら
、
給
付
規
模
を
制
限
す
る
方
向
へ
制
度
改
正
が

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
民
主
主
義
的
な
社
会
保
障
制
度
の
縮
小
、
す
な
わ
ち
国
家
福
祉
の
縮
小
傾
向
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

供
給
減
少
と
あ
た
か
も
ト
レ
ー
ド
オ
フ
関
係
の
よ
う
に
、
近
年
政
府
が
活
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
地
域
福
祉
政
策
で
あ
る
。

　
近
年
の
地
域
福
祉
政
策
と
実
践
は
、
国
家
福
祉
が
財
政
的
に
限
界
に
達
し
た
こ
と
か
ら
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
代
替
機
能
と
し

て
着
目
さ
れ
、
期
待
さ
れ
る
側
面
が
あ
る
。
次
節
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
現
実
の
地
域
福
祉
政
策
の
多
く
も
、
そ
の
よ
う
な
理
解
の

上
に
立
案
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
近
年
の
地
域
福
祉
の
主
流
化
（
武
川2006

）
は
、
財
政
的
な
理
由
に
よ
る
「
国
家

福
祉
論
か
ら
の
離
陸
」
と
い
う
文
脈
の
一
環
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

１
・
２　

自
治
体
の
地
域
福
祉
計
画

「
国
家
福
祉
論
か
ら
の
離
陸
」
と
し
て
の
地
域
福
祉
文
脈
を
、
埼
玉
県
の
地
域
福
祉
政
策
指
針
を
例
に
見
て
い
こ
う
。

　
埼
玉
県
で
は
、
二
〇
〇
四
年
三
月
に
策
定
し
た
彩
の
国
さ
い
た
ま
の
地
域
福
祉
協
働
・
創
造
指
針
に
お
い
て
、「
解
決
す
べ
き
課

題
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
目
標
を
立
て
た
。

①
（
地
域
福
祉
に
お
い
て
は
）
高
齢
者
、
障
害
者
、
児
童
と
い
っ
た
分
野
ご
と
に
縦
割
り
に
な
っ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
で
は
な
く
、

総
合
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
仕
組
み
を
創
設
す
る
こ
と

②
相
談
か
ら
、
情
報
提
供
、
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
仕
組
み
、
す
な
わ
ち
地
域
福
祉
総
合
支


